柏市環境保全条例施行規則（平成１３年柏市規則第７９号）新旧対照表
	改正前
	改正後

	(排出水の汚染状態の測定)
	(排出水の汚染状態の測定)

	第16条の15　条例第36条の14の規定による排出水の汚染状態の測定は，当該排出水に係る排水基準に定められた項目について，排水基準を定める省令(昭和46年総理府令第35号)第2条の規定により環境大臣が定める方法により，3月に1回以上行わなければならない。
	第16条の15　条例第36条の14の規定による排出水の汚染状態の測定は，次に掲げるところにより行わなければならない。

	
	(1)　当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項のうち，特定施設設置(使用)届出書又は特定施設構造等変更届出書により届け出たものについては3か月に1回以上(1日当たりの平均的な排出水の量が30立方メートル未満の特定事業場に係るものにあっては，1年に1回以上)，その他のものについては必要に応じて行うこと。

	
	(2)　排水基準を定める省令(昭和46年総理府令第35号)第2条の規定により環境大臣が定める方法により行うこと。

	
	(3)　測定のための試料は，測定しようとする排出水の汚染状態が最も悪いと推定される時期及び時刻に採取すること。

	2　条例第36条の14の規定による排出水の汚染状態の測定の結果の記録は，水質測定記録表により行い，3年間保存しなければならない。
	2　条例第36条の14の規定による排出水の汚染状態の測定の結果の記録は，水質測定記録表により行わなければならない。ただし，計量法(平成4年法律第51号)第107条の登録を受けた者から採水者，分析者及び測定項目の欄に記載すべき事項について証明する旨を記載した同法第110条の2の証明書の交付を受けた場合(同法第107条ただし書に定める者から当該証明書に相当する書面の交付を受けた場合を含む。)にあっては，当該事項の水質測定記録表への記載を省略することができる。

	
	3　前項の測定の結果の記録は，当該測定に伴い作成したチャートその他の資料又は前項ただし書に定める証明書(計量法第107条ただし書に定める者から交付を受けた当該証明書に相当する書面を含む。)とともに3年間保存しなければならない。


